






2 月 28 日、国会議事堂放火事件の翌日にベルリンを発ち、スイス、フ
ランスを経由してアメリカ合衆国へ渡り、1945 年 11 月 9 日にバーデ
ン・バーデンに戻るまで、長い亡命生活を余儀なくされた。その間、彼
は四編の長編小説『バビロン放浪（Babylonische Wandrung）』（1934）、
『 容 赦 な し（Pardon wird nicht gegeben）』（1935）、『 ア マ ゾ ン















『アマゾン』は、第一部『不死の国への旅（Die Fahrt ins Land ohne 
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（47）





































に時間と精力を注いだ。チューリヒ経由で 1933 年 9 月にパリに入った
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